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論文内容要旨
 〔目的〕
 耐糖能異常を伴う肝硬変症の術後血糖管理法の1手段として,経静脈ブドウ糖負荷試験(IV
 GTT)・インスリン負荷試験(ITT)を用いた糖処理能の予測法を動物実験より検討した。
 〔対象および方法〕
 L正常ラットおよびFhioacetamide肝硬変ラットに対し,IVGTTおよびITTを行い,その血
 糖曲線より本法の解析法を検討するとともに,この解析の指標を用いて,糖処理能の予測式を導
 きだした。なお,解析にあたっては,Ct=Coe-Kt(Ct:t時の血糖値,Co:0時の血糖値,
 K:糖消失率)の式を用いた。2.糖処理能の予測式の妥当性を検討するため,インスリン非投与
 下および大量投下で,HyperglycemicGlucoseClamp法を行い,経静脈性に投与可能な糖質
 量(実測値)を求め,予測式より求めた予測値と比較対比した。
 〔結果〕
 1.IVGTTでは,10分から20分までの血糖値より,糖消失率K(KG)および△Co(Co一
 空腹時血糖値)を求めてその指標とした。また,ITTでは,6分から14分までの血糖値より糖
 消失率K(KI)を求めその指標とした。これらの指標を用いて,糖処理能の予測式として,(目
 標とする血糖値)×(1-e-K)×(糖投与量)÷△Coの式が妥当と考えられた。2.予測式より求
 めた予測値は,IVGTTにおいて大半が土20%以内の誤差で,ITTにおいては±15%以内の
 誤差で近似していた。3.肝硬変ラットでは,糖処理能が正常対照群に比べ,インスリン非投与下
 で約50%,インスリン大量投与下で約65%と有意に低下してより,・この原因として,インスリ
 ン分泌能の低下およびインスリン反応性の低下が関与しているものと考えられた。
 〔結語〕
 経静脈ブドウ糖負荷試験,インスリン負荷試験の解析指標を用いた糖処理能の予測式により,
 糖の至適投与量や投与限界量の予測が可能であることが実験的に確かめられた。 ぜ
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 審査結果の要旨
や
 外科領域では,肝障害を有する患者の手術に際して,耐糖能障害の存在が,術後管理上の大き
 な問題となっているのみならず,手術成績を左右する因子と考えられている。本研究はこの点に
 着目し,耐糖能の評価法として,経口糖負荷試験よりも,より定量性の高い経静脈性の糖および
 インスリン負荷試験の解析法および解析した数値のもつ意味に関し,小動物を用いて基礎的な検
 討を行ない,糖の至適投与量や投与限界量の予測が可能であることを実験的に示したものである。
 この実験体系の中で,特に注目される点は,血糖の測定を目動血糖モニター装置を用いて頻回
 (2分毎)に測定していること,GlucoseClamp法という新しい手法を用いて各個体の実際の
 糖処理能を測定していること,および,その対象として肝硬変ラットを用いていることであり,
 いずれも従来試みられたことのない実」験である。
 さらに,今回の実験により,耐糖能が糖処理能として,経静脈ブドウ糖負荷試験およびインス
 リン負荷試験により定量化できる可能性が示唆されたことは,古くより検討されている検査法で
 ありながら,臨床的にはあまりかえり見られることの少なかった本検査法が,耐糖能の面からの
 肝障害度の評価法として,あるいは経静脈栄養補給の際の至適糖投与量の推測法として,再び臨
 床的に活用される可能性があり興味深い。また,実験モデルとしたチオアセタマイド肝硬変ラッ
 トの耐糖能が,正常群に比べてかなり低下しており,その成因として,膵臓からのインスリン分
 泌量の低下と,インスリン抵抗性の増大が関与している点が指摘された乙とは,本実験モデルが
 肝硬変症における耐糖能異常の成因を解明するために有用なモデルとして提供されることを示し
 ている。
 以上,本研究は肝障害例で耐糖能障害を有する患者の外科手術に際しての患者管理の面で有力
 な治療方針を与えるものであり,外科臨床上,極めて価値あるものである。よって本研究は学位
 授与に値するものと認める。
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